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私は20年以上、2本のドライバーを使用するこの方法でメタルコアを除去しています。前歯、小臼歯、大臼歯含め
90％はこの方法を用いておりますが、大きなトラブルは経験していません。初めての先生には比較的簡単な症
例から使われることをお勧めいたします。

A:バーで削る、超音波スケーラで振動を加える、専用の器具で把持して除去する、リムーバーを用いる、普通のドラ
　 イバーを用いる、などがあります。

A:2本のドライバーをあらかじめ形成した溝に差し込み、それぞれを逆方向に回します。そうすることでテコの原理
　でコアを持ち上げます。コアを把持して「揺さぶる」ことがありませんので、歯根破折のリスクは減少します。また、
　コアのマージン部（歯質との境界部）にバーで溝を削るだけですので歯質の切削量は減少します。 コアの大きさ
　や形状、残存歯質量、前歯/臼歯を問わずに使用可能なこともこの器具のメリットです。使い方に慣れればチェア
　タイムがかなり短縮できます。

A:ドライバーの先端に凹が入っています。この凹でコアを包み込み、より小さな力で垂直方向にコアを除去しやす
　くなりました。さらに、先端の厚みにも工夫をしています。通常のマイナスドライバーは、先端が薄くてもすぐに厚
　みが増してしまいます。CRTDは薄い部分を長くしました。これにより、コアに入れた溝にドライバーが装着しやす
　くなります。また、滅菌可能な点も安心です。

 A:コアにアクセスしにくい臼歯部で「曲」を使うことが多いです。頬側でも舌側でも使用可能です。

 A:歯根が破折している、または破折の恐れがあるような症例は避けるべきです。歯質が薄い部位を支点にすること
　 も避けます。

 A:2本のドライバーを同時にそれぞれ逆方向に回転させ、テコの原理でコアを持ち上げる事が大事です。無理に力
　 を加えること、無理に引き抜くことなどは避けてください。コアに溝を入れる際、特に舌側では小さなダイヤモン
　ドバーを使用すると軟組織をまきこむリスクが 減少できます。

INTERVIEW

Q：メタルコアを除去するにはどのような方法があるのでしょうか？

Q：2本のドライバーを用いる方法は、他の方法と比べてどのようなメリットがあるのでしょうか？

Q：新しく開発したCRTDと従来のドライバーの違いを教えてください。

Q：CRTDには「直」と「曲」があります。どのように使い分けていらっしゃるのでしょうか？

Q：禁忌症や、使用を避けるべき症例はありますか？

Q：最後にテクニックのポイントを教えてください。
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前歯/臼歯 ともに使用可能
コアの形状を問わずに使用可能
先端の凹みでコアをしっかりと把持
直・曲の組み合わせでストレスなくアクセス可能

before after 除去した コア

before after 除去した コア

前 歯

臼 歯

前 歯 臼 歯

 前歯でも臼歯でも利用可能。

歯質の高さが異なる歯牙でも利用可能です。

※写真ご提供：鳥潟 隆睦 先生（りゅうぼく歯科）
販売名：コアリムーバブル ドライバー　医療機器製造販売届出番号：12B1X10014000029

使用手順

 

直(wide)

曲 curve

CRTD( コアリムーバブルドライバー)

メタルコアと歯質の間に溝を形成します

step1

step2
2本のドライバーを差し込み、
それぞれ逆方向に回転させます

一般的なマイナスドライバー

先端の厚みの比較

コアの把持の比較

先端の横幅の比較
一般的なドライバーに比べ、先端は薄く、細く、
凹みを付与しています。切削量が少なくても
溝の奥まで差し込め、残存歯質に“支点”が
確保しやすい形状です。

14 0 mm

35 mm

14 0 mm

寸法

形状

2.5mm

35 mm

straight

直（ワイド） 直（レギュラー）

4mm



前歯/臼歯 ともに使用可能
コアの形状を問わずに使用可能
先端の凹みでコアをしっかりと把持
直・曲の組み合わせでストレスなくアクセス可能

before after 除去した コア

before after 除去した コア

前 歯

臼 歯

前 歯 臼 歯

 前歯でも臼歯でも利用可能。

歯質の高さが異なる歯牙でも利用可能です。

※写真ご提供：鳥潟 隆睦 先生（りゅうぼく歯科）
販売名：コアリムーバブル ドライバー　医療機器製造販売届出番号：12B1X10014000029

使用手順

 

直(wide)

曲 curve

CRTD( コアリムーバブルドライバー)

メタルコアと歯質の間に溝を形成します

step1

step2
2本のドライバーを差し込み、
それぞれ逆方向に回転させます

一般的なマイナスドライバー

先端の厚みの比較

コアの把持の比較

先端の横幅の比較
一般的なドライバーに比べ、先端は薄く、細く、
凹みを付与しています。切削量が少なくても
溝の奥まで差し込め、残存歯質に“支点”が
確保しやすい形状です。

14 0 mm

35 mm

14 0 mm

寸法

形状

2.5mm

35 mm

straight

直（ワイド） 直（レギュラー）

4mm



メタルコア除去用ドライバー

りゅうぼく歯科 (大阪市)

Ryuuboku   Torikata
鳥潟 隆睦 先生

私は20年以上、2本のドライバーを使用するこの方法でメタルコアを除去しています。前歯、小臼歯、大臼歯含め
90％はこの方法を用いておりますが、大きなトラブルは経験していません。初めての先生には比較的簡単な症
例から使われることをお勧めいたします。

A:バーで削る、超音波スケーラで振動を加える、専用の器具で把持して除去する、リムーバーを用いる、普通のドラ
　 イバーを用いる、などがあります。

A:2本のドライバーをあらかじめ形成した溝に差し込み、それぞれを逆方向に回します。そうすることでテコの原理
　でコアを持ち上げます。コアを把持して「揺さぶる」ことがありませんので、歯根破折のリスクは減少します。また、
　コアのマージン部（歯質との境界部）にバーで溝を削るだけですので歯質の切削量は減少します。 コアの大きさ
　や形状、残存歯質量、前歯/臼歯を問わずに使用可能なこともこの器具のメリットです。使い方に慣れればチェア
　タイムがかなり短縮できます。

A:ドライバーの先端に凹が入っています。この凹でコアを包み込み、より小さな力で垂直方向にコアを除去しやす
　くなりました。さらに、先端の厚みにも工夫をしています。通常のマイナスドライバーは、先端が薄くてもすぐに厚
　みが増してしまいます。CRTDは薄い部分を長くしました。これにより、コアに入れた溝にドライバーが装着しやす
　くなります。また、滅菌可能な点も安心です。

 A:コアにアクセスしにくい臼歯部で「曲」を使うことが多いです。頬側でも舌側でも使用可能です。

 A:歯根が破折している、または破折の恐れがあるような症例は避けるべきです。歯質が薄い部位を支点にすること
　 も避けます。

 A:2本のドライバーを同時にそれぞれ逆方向に回転させ、テコの原理でコアを持ち上げる事が大事です。無理に力
　 を加えること、無理に引き抜くことなどは避けてください。コアに溝を入れる際、特に舌側では小さなダイヤモン
　ドバーを使用すると軟組織をまきこむリスクが 減少できます。

INTERVIEW

Q：メタルコアを除去するにはどのような方法があるのでしょうか？

Q：2本のドライバーを用いる方法は、他の方法と比べてどのようなメリットがあるのでしょうか？

Q：新しく開発したCRTDと従来のドライバーの違いを教えてください。

Q：CRTDには「直」と「曲」があります。どのように使い分けていらっしゃるのでしょうか？

Q：禁忌症や、使用を避けるべき症例はありますか？

Q：最後にテクニックのポイントを教えてください。

株式会社フォレスト・ワン
〒274-0825 千葉県船橋市前原西2丁目19-1 津田沼ビート4階・5階
TEL/047-474-8105　FAX/047-474-8106　MAIL/ info@forest-one.co.jp
https://www.forest-one.co.jp/

■お問い合わせ先
Forest-one
公式サイト

23271DN-11


	表紙
	特徴
	裏表紙・インタビュー



